
名称 区分 有形文化財 種別 歴史資料

＜概要＞
　大正３年の大噴火による歴史的な被害を受けたことで、島内及び近隣の市町において、その記録を残すために石碑等
が建立されている。その数は市内だけで１９碑にものぼり、当時の写真、手記、火山灰などの資料も含めて、桜島大正大
噴火関連資料として貴重な歴史資料である。照国公園内にある記念碑は、鹿児島市出身で関東大震災を予知した地震
学者・今村明恒博士が碑文を起草している。

桜島
さくらじま

大正大噴火
たいしょうだいふんか

関連
かんれん

資料
しりょう

所在地 鹿児島市内全域

大正大噴火記念碑（城山町　照国公園内）

碑文

鹿児島市教育委員会文化財課


